
豊かな里山 次代へつなげ！ 

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

久重地域連携協議会 
ニュース 

 

―第７０号― 
202６．５.25 発行 

 
発行責任者：武林由希子 
編集：情報部会 
高知市久礼野４５２ 

【主な記事】 
1面 久重里山まつり、 

物価高対策給付金申請支援 
2,3面 町内会役員紹介、 

連携協議会事業予定、 
総会の様子 

4面 郵便局一時閉局、里山ウォーク、 
連携協 10年の軌跡 

５月１日久重人口 
        世帯   人口 
全  体 488  ９８９ 
         （-１）    (-2) 
久礼野   １39    ２８７ 
重  倉   ３４９    702 
 ()内は前月との比較 
 
ホームページ：「久重連携」で検索ください。 

4面 １面 

編
集
後
記…

10
年
前
こ
ど
も
未
来
会
議
で
10
年
後
の
自
分
を
想
像
し
た
当
時
の
こ
ど
も
た
ち
。
今

年
は
そ
の
10
年
後
。
若
者
た
ち
は
想
像
し
た
と
お
り
の
自
分
を
発
見
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
地
域
は

思
い
描
い
た
よ
う
に
成
長
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
い
い
10
年
後
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
う
に(

リ
ン) 

   

▲こども未来会議で夢を語った 10 人が市長に報

告。進学先の中学校から駆けつけた。市長からこど

もの意見を取り入れた計画書として評価を受けた。 

▲最後の策定会議を終えて集合写真。 

地域の人材が熱心に討議を重ねてきた。 

シ
リ
ー
ズ 

 

昭
和
64
年
に
、
当
時
久
礼
野

に
住
ま
わ
れ
て
い
た
佐
竹
氏
に
よ

っ
て
、
久
重
地
域
に
郵
便
局
を
と

働
き
か
け
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
高
知
重
倉
簡
易
郵
便
局
が
で

き
ま
し
た
。
高
齢
だ
っ
た
為
に
数

年
後
私
が
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
33
年
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
途
中
、

郵
便
局
が
民
営
化
に
な
り
、
大
変

な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
客

様
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
た
り
、
周

り
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
た
り
し

て
今
日
に
至
っ
た
の
で
す
が
、
後

継
者
が
お
ら
ず
、
や
む
を
得
ず
一

時
閉
局
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
、
誠
に
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
今
ま
で
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

尚
、
日
本
郵
便
㈱
四
国
支
社
で

郵
便
局
を
引
き
継
ぐ
人
を
募
集
し

て
い
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

重
倉 

白
石
眞
知
子 ▲４月某日 郵便局の片付け

をする局員さんたち 

久
重
地
域
の
共
通
の
目
標
「
豊
か
な
里
山 

次
代

に
つ
な
げ
！
」
は
、
第
１
期
久
重
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
と
と
も
に
誕
生
し
た
。 

ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
市
内
の
モ
デ
ル
と
な
る
事

業
と
し
て
、
畠
中
洋
行
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
導

や
、
高
知
市
の
協
力
の
下
、
２
０
１
６
年
10
月
に
始

ま
っ
た
。
協
議
会
結
成
後
、
ま
だ
一
年
足
ら
ず
、
役

員
以
外
の
人
材
が
集
ま
る
か
ど
う
か
の
不
安
を
抱
え

て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。 

計
画
策
定
会
議
に
は
、
そ
れ
ま
で
活
躍
の
場
が
な

か
っ
た
地
域
の
人
材
が
集
ま
っ
た
。
小
学
校
で
は
、

こ
ど
も
未
来
会
議
が
開
か
れ
、
10
年
後
の
自
分
と
地

域
の
未
来
を
想
像
し
、
「
農
業
関
係
の
学
校
を
出
て
地

元
で
農
業
を
す
る
」
と
い
う
報
告
に
ひ
と
き
わ
大
人

た
ち
の
拍
手
が
舞
っ
た
。
冬
場
の
会
議
は
、
薪
暖
房

で
温
か
い
相
愛
会
議
室
を
使
わ
せ
も
ら
う
な
ど
地
元

企
業
も
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。 

こ
う
し
て
、
第
１
期
久
重
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

は
、
８
回
の
策
定
会
議
、
４
回
の
編
集
会
議
、
２
回

の
こ
ど
も
み
ら
い
会
議
な
ど
地
域
の
総
力
を
結
集
し

て
作
成
さ
れ
、
翌
２
０
１
７
年
７
月
市
長
に
報
告
さ

れ
た
。 

計
画
づ
く
り
で
は
地
域
を
見
直
す
議
論
が

進
め
ら
れ
、
改
め
て
里
山
、
特
に
市
街
地
に
最
も
近

い
里
山
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
先
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
生
ま
れ
た
。
以
後
、
久
重
地
域
は
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
共
通
の
目
標
と
し
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。 

（
設
立
当
初
会
長 

林
照
男
） 

 

③

久
重
ス
ロ
ー
ガ
ン
誕
生

 

あ
か
る
い
ま
ち
５
月
号
に
物
価
高
対
策
で

全
市
民
に
２
，
８
５
０
円
が
給
付
さ
れ
る
と

掲
載
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

上
水
道
利
用
者
は
無
申
請
で
水
道
料
金
か

ら
減
免
さ
れ
る
の
に
対
し
、
そ
の
他
の
市
民

は
本
人
申
請
に
よ
り
給
付
さ
れ
る
と
い
う
内

容
で
し
た
。
申
請
は
、
申
請
書
に
本
人
確
認

書
類
と
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
貼
付
し
て
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
給
付
の
仕
方
に
明

ら
か
に
不
公
平
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

 

連
携
協
議
会
は
、
今
後
様
々
な
給
付
が
行

わ
れ
る
場
合
、
不
公
平
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
水
道
料
金
減
免
方
式
は
と
ら
な
い
よ
う
市

長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

合
わ
せ
て
、
今
回
に
つ
い
て
は
、
久
重
地

域
の
住
民
負
担
を
軽
減
す
べ
く
地
域
内
４
つ

の
公
民
館
で
市
の
出
張
受
付
を
行
い
、
本
人

確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

と
通
帳
を
持
参
す
れ
ば
そ
の
場
で
申
請
が
で

き
る
よ
う
に
行
政
と
調
整
し
て
き
ま
し
た

が
、
４
つ
の
公
民
館
で
の
出
張
受
付
の
日
程

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

別
紙
チ
ラ
シ
に
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

恒例の「久重里山まつり」を に開催します。 

現在，実施に向けて実行委員会を中心に準備を進めています。出店や出し物については， 

今後掲示板等においてお知らせしますので，ご覧ください。 

物
価
高
給
付
金
申
請
を 

久
重
の
４
公
民
館
で 

10
年 

例年１１月に開催していた里山ウォ

ークを今年は４月２９日（昭和の日）

に実施しました。心配していた天気も

どうにか持ちこたえ、総勢２８名の参

加を得て、春の工石山に登りました。 

途中、アケボノツツジの可憐な花を

見ることができましたが、シャクナゲ

の開花には２週間ほど早かったようで

す。昼食をとった南峰頂上からは遠く

浦戸湾を見ることができました。下山

途中、賽の河原では子どもたち期待の

サンショウウオの観察もできました。 

新緑の心地よい季節の中で楽しい１

日を過ごすことができました。 

里山部会 杉本一幸 

【参加者の感想】 

工石山登山では、 

地域の方と山に生え 

ている草花について 

お話したり、友達と 

一緒に景色を楽しみ 

ながら登りました。 

工石山に生えている 

珍しい植物や絶景 

スポットなどさま 

ざまなところに案内してもらいました。特に印象に残っているのは、

飛び出している岩の上に登って景色を見たことです。遠くの山々が高

いところからよく見えて、とても綺麗でした。  

地域の方とも交流でき、新しい出会いや発見があり、とてもいい経

験になりました。また機会があれば登山をしたいと思っています。    

                   重倉 山本早穂子(中２) 

▲地域のみなさんとの交流と健康ハイキング 

▲久礼野地区  

お山の郵便局、
しばしのお別れ



                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１ 

【２０２６年度 取り組み計画】 

 

４月２９日 第７回久重里山ウオーク 

７月２４日 市長との意見交換会 

７月２５日 第 25回久重里山まつり 

９月２７日 第２回久重地域健康まつり 

１０月１８日 第 30 回久重区民運動会(体育会) 

１０月２４日 避難所開設訓練･久重小学校防災参観日

１０月２５日 第７回久重もたもた旅行 

１１月 ８日 第６回久重豊穣祭 

１２月 ５日 久重大忘年会 

１月１０日 第 32回春の七草フェスタ 

３月１４日 だい４かい きゅうじゅうこどもまつり 

４月２２日(水)、自主防災連合会、連携協議会、それぞれの総会

を行い本年度の活動方針等を確認しました。 

 

 

 

自主防災連合会は、いつ起こるか分からない巨大地震を想定した

避難所開設訓練を学校･地域と手を取り合い、継続して取り組んで

いくことを確認しました。また、避難生活に見通しを持ち避難所運

営で最も重点課題となる被災時のトイレを意識した取り組みも提

案します。ぜひ、避難所開設訓練にご参加ください。 

連携協では、少子高齢化や里山環境を取り巻く大きな地域課題が

浮上するなか、『豊かな里山 次代へつなげ！』の目標のもと、「情

報部会」「里山部会」「教育部会」「健康福祉部会」「生活環境部会」

「生活安全部会」６つの部会の積極的な取り組みを進めます。また、

誰もが住みたい場所に住み続けられるよう、みんなで共に考え取り

組みます。 

★
久
重
地
域
連
携
協
議
会
役
員
★ 

会 

長 
 

武
林
由
希
子
（
久
礼
野
） 

副
会
長 

 

橋
詰 

辰
男
（
里
山
部
会
長
） 

副
会
長 

 

山
本
佐
代
子
（
入 

定
） 

副
会
長 

 

杉
本 

一
幸
（
里
山
副
部
会
長
） 

副
会
長 

 

加
茂 

太
一
（
緑
ヶ
丘
団
地
町
内
会
長
） 

副
会
長 

 

山
本 

盛
彦
（
久
礼
野
団
地
自
治
会
長
） 

事
務
局
長 

永
野 

幸
雄
（
重
倉
地
区
会
長
） 

会 

計 
 

中
平
美
佐
子
（
緑
ヶ
丘
団
地
） 

理 

事 
 

山
本 

寛
子
（
情
報
部
会
長
） 

理 

事 
 

有
賀 

博
子
（
情
報
副
部
会
長
） 

理 
事 

 

土
居 

高
子
（
教
育
部
会
長
） 

理 
事 

 

山
﨑 

智
加
（
教
育
副
部
会
長
、
ぐ
ん
ぐ
ん
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
） 

理 

事 
 

林 
 

照
男
（
健
康
福
祉
部
会
長
、
福
祉
事
業
所
長
） 

理 

事 
 

田
村 

優
子
（
健
康
福
祉
副
部
会
長
、
福
祉
事
業
所
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
） 

理 

事 
 

須
賀 

仁
嗣
（
生
活
環
境
部
会
長
） 

理 

事 
 

福
谷 
香
惠
（
生
活
環
境
副
部
会
長
） 

理 

事 
 

橋
詰 

 
茂
（
生
活
安
全
部
会
長
、
久
重
校
区
青
少
年
育
成
協
議
会
会
長
） 

理 

事 
 

永
野 

 

司
（
生
活
安
全
副
部
会
長
） 

理 

事 
 

二
川 

益
行
（
自
主
防
災
連
合
会
会
長
） 

理 

事 
 

細
谷 

宏
明
（
久
重
小
学
校
校
長
） 

理 

事 
 

松
尾 

光
希
（
久
重
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 

理 

事 
 

松
村 

春
道
（
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
委
員
長
、
民
生
児
童
委
員
） 

理 

事 
 

土
居 

健
人
（
久
重
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
会
長
） 

理 

事 
 

浪
越 

篤
彦
（
久
礼
野
団
地
） 

理 

事 
 

木
村 

茂
樹
（
重 

倉
） 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

 

中
屋 

良
弘
（
里
山
再
生
事
業
所 

集
落
支
援
員
） 

監 

事 
 

今
村 

達
志
（
久
重
体
育
会
会
長
） 

監 

事 
 

東
川
美
知
子
（
久
礼
野
団
地
） 

★
久
重
自
主
防
災
連
合
会
役
員
★ 

会 

長 
 

二
川 

益
行
（
重 

倉
） 

副
会
長 

 

橋
詰 

辰
男
（
久
礼
野
） 

事
務
局
長 

加
茂 

太
一
（
緑
ヶ
丘
団
地
自
主
防
災
会
会
長
） 

会 

計 
 

中
平
美
佐
子
（
緑
ヶ
丘
団
地
） 

理 

事 
 

安
岡 

哲
雄
（
久
礼
野
自
主
防
災
会
会
長
） 

 

理 

事 
 

武
林
由
希
子
（
久
礼
野
） 

理 

事 
 

浪
越 

篤
彦
（
久
礼
野
団
地
自
主
防
災
会
会
長
） 

理 

事 
 

永
野 

幸
雄
（
重
倉
自
主
防
災
会
会
長
） 

理 

事 
 

福
谷 

香
惠
（
重 

倉
） 

理 

事 
 

今
村 

達
志
（
重 

倉
） 

理 

事 
 

永
野 

 

登
（
あ
き
つ
自
主
防
災
会
会
長
） 

理 

事 
 

細
谷 

宏
明
（
久
重
小
学
校
会
長
） 

理 

事 
 

杉
本 

一
幸
（
重 

倉
） 

理 

事 
 

山
本 

寛
子
（
重 

倉
） 

理 

事 
 

有
賀 

博
子
（
緑
ヶ
丘
団
地
） 

理 

事 
 

山
本
佐
代
子
（
入 

定
） 

理 

事 
 

土
居 

高
子
（
重 

倉
） 

理 

事 
 

須
賀 

仁
嗣
（
重 

倉
） 

理 

事 
 

土
居 

健
人
（
久
重
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
） 

理 

事 
 

松
浦 

 

守
（
重
倉
・
太
郎
団
地
） 

理 

事 
 

廣
田 

志
緒
（
重 

倉
） 

理 

事 
 

石
原 

麻
樹
（
重 

倉
） 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

 

園
部 

信
教
（
久
礼
野
） 

監 

事 
 

山
本 

盛
彦
（
久
礼
野
団
地
） 

監 

事 
 

山
中 

英
世
（
中
山
団
地
自
主
防
災
会
会
長
） 

連携協議会 総会の様子 自主防災連合会 総会の様子 

久礼野団地自治会 

会 長  山本 盛彦 

 副会長  浪越 篤彦 

入定地区       

会 長  永野  登 

副会長  永野 俊夫 

 

重倉地区会 

会 長  永野 幸雄 

副会長  二川 益行 

      永野  司 

久礼野自治会 

会 長  武林 勝志 

副会長  檜垣 剛穂 

副会長  松村  譲 

副会長  松本 真知 

副会長  弘田絵理子 

副会長  園部 信教 

 

緑ヶ丘団地町内会 

 会 長  加茂 太一 

(代表者)    

副会長  市村 岳二 

 副会長  黒川 法明 

２面 ３面 

永野幸雄さん 

永野登さん 

山本盛彦さん 

加茂太一さん 

武林勝志さん 

★
構
成
団
体
等
★ 

町 

内 

会 

久
礼
野
自
治
会
／
久
礼
野
団
地
自
治
会
／
入
定
地
区
／
重
倉
地
区
会
／
緑
ヶ
丘
団
地
町
内
会 

公 

民 

館 

久
礼
野
公
民
館
長(

伊
東
加
奈)

／
入
定
地
区
公
民
館
長(

西
川
章
一)

／ 

重
倉
地
区
公
民
館
長(

山
本
真
示)

／
緑
ヶ
丘
団
地
公
民
館
長(

加
茂
太
一)

 

自
主
防
災
会 

あ
き
つ
自
主
防
災
会
／
久
礼
野
自
主
防
災
会
／
久
礼
野
団
地
自
主
防
災
会 

中
山
団
地
自
主
防
災
会
／
緑
ヶ
丘
団
地
自
主
防
災
会
／
重
倉
自
主
防
災
会 

各

種

団

体 

久
重
体
育
会
／
久
重
校
区
青
少
年
育
成
協
議
会
／
久
重
校
区
交
通
安
全
会
議
／ 

久
重
地
区
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
／
久
重
小
学
校
／
久
重
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
／ 

久
重
保
育
園(

休
園)

久
重
保
育
園
保
護
者
会(

休
会)

／
久
重
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
／ 

久
重
福
祉
事
業
所
／
里
山
再
生
事
業
所
／
高
知
医
療
生
活
協
同
組
合
久
重
班
連
合 

民

生

委

員 

松
村
春
道
／
二
川
礼
子 

土

木

委

員 

橋
詰
辰
男
／
大
石
三
武
郎
／
永
野
俊
夫 

★
行
政
関
係
★ 高

知
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
／
高
知
市
地
域
防
災
推
進
課 

   各地区町内会･自治会／会長･副会長紹介    

各
地
区
の
本
年
度
総
会
に
、
久
重
地
域
連

携
協
議
会
会
長
含
め
三
名
が
お
伺
い
し
、
里

山
再
生
事
業
の
取
り
組
み
と
久
礼
野
地
区
で

の
大
型
蓄
電
所
建
設
計
画
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
訪
問
で
、
各
地

区
の
団
結
力
や
つ
な
が
り
を
肌
で
感
じ
る
良

い
機
会
と
も
な
り
、
地
区
と
の
交
流
を
通
じ

て
顔
の
見
え
る
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。 

久
重
地
域
で
は
、
各
町
内
会･

構
成
団
体･

事
業
所･

住
民
の
み
な
さ
ん
の
お
知
恵
と
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
地
域

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

２０２６年度総会を終えて… 


